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第４章 国際会議等の報告 

 

本科研主催の国際シンポジウム以外に、研究分担者及び協力者が研究発表を行った国際

会議・シンポジウムについて、以下の通り詳細を報告する。 
 

（１）第二十回国際粤方言研討会 
（The 20th International Conference on Yue Dialects 第二十屆國際粵方言研討會） 

■論文執筆・発表者 

飯田真紀 
 

■会議の説明 http://www.cuhk.edu.hk/chi/yue20/ 

本学会は、「粤方言／粤語」（標準広東語及びその他の広東語下位方言）について専門に

討論する国際会議で、現在は、ほぼ毎年 12 月に、香港・マカオ・広東省近辺の３地点に

て回り持ちで開催されている。2017 年 12 月 8 日～9 日には香港で 22 回目の国際粤方言

研討会が開催される予定で、中国語方言の専門の国際学術会議の中では 22 回という開催

数は群を抜いている。発表者・参加者は上記の粤語圏からが多数を占めるが、中国大陸各

地や台湾、日本、あるいは東南アジア、北米といった非粤語圏の研究者も一定数を占める。 
 

■第二十回国際粤方言研討会報告 

2015 年 12 月 11～12 日に香港中文大学で第二十回国際粤方言研討会が開催された。本

大会の主要なテーマは「比較文法（Comparative Grammar）」であり、特に形式主義的ア

プローチ、通時的文法、インターフェイス研究といった観点からの粤語研究であった。 
報告者が参加した第 20 回目という節目の会議は、リラックスした雰囲気の中、標準広

東語のほか広東語の下位方言について、様々なアプローチから様々なテーマについて活発

な議論が行われた。テーマに関しては、文末助詞をめぐる発表が多く、専門の分科会もい

くつか設けられるほどで、このテーマの学界での注目度の度合いが伺われる。本報告者（飯

田）もその分科会の１つで発表を行い、有益なコメントが得られた。報告の内容は後に論

文にまとめて大会論文集に寄稿したが、その日本語版を本科研報告書に掲載した。 
本学会の特徴は、特に多層言語社会である香港での開催時にそれが際立って見られるが、

発表言語が多様なことである。発表言語は従来、広東語、英語、中国語（共通語）のいず

れかを用いることが可能であるが、香港での開催時は英語や広東語による発表の割合が高

い。ただし、会議の雰囲気とも相通じるが、使用言語の選択は非常に柔軟で臨機応変的な

ところがある。発表者の中には、資料は英語で準備しておきながら、当日になり聴衆の様

子を見て発表は広東語に切り替えるといったようなケースも見られる。そのほかに、今回、

非常に印象に残った場面があった。 
ある会場で、広東語非母語話者の発表者が中国語で発表した後に、香港出身の広東語母

語話者の質問者が質問した。最初は相手に合わせて中国語で質問していたが、あまり上手

とは言えない自分の中国語に不便を感じたようで、途中から英語に切り替えて質問を続け
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た。この質問者は、香港の中堅世代以上の高学歴エリートの言語習慣を体現しているよう

に思われ、大変興味深く感じた。すなわち、母語の広東語と方言の関係にあり、本来は習

得がそれほど難しくないはずの中国語を、学習・使用機会があまりなかったため上手に話

せず、むしろ母語とは言語系統や類型の点でかけ離れた英語の方が、かえって流暢に話せ

るという点である。多層言語環境・香港の一側面を垣間見た瞬間であった。 
 

■論文・発表スライド 

論文は以下のサイトからダウンロードできる。 
http://www.cuhk.edu.hk/ics/clrc/chinese/pub_crcl_catalogues_97_1.html 
飯田真紀（2018）粤語句末助詞 gE2 的語義和語義變化, 中國語文通訊（Current Research 
in Chinese Linguistics）, 第 97 卷, 第 1 期, 19-31. 
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（２）TCLT2016 （The 9th International Conference and Workshops on Technology and 

Chinese Language Teaching, 第九届国际汉语电脑教学研讨会） 

■論文執筆・発表者 

杉江聡子（北海道大学）、三ツ木真実（北海道文教大学） 
 

■会議の説明 http://www.tclt.us/tclt9/index.php 

TCLT は、21 世紀の技術と中国語教育に関する国際シンポジウム及びワークショップを

開催する国際会議である。ICT 技術と教育の方法論及びカリキュラムのギャップを埋める

と共に、ICT 活用の中国語教育の学術交流を強化することを目的として設立された。ICT
を活用した中国語教育に関するパネルディスカッションと最新技術に関するワークショッ

プの組み合わせを特徴としている。世界 17 の国・地域において、700 以上の論文を発表

し、中国語教育における最新技術に関する 40 以上の実践的なワークショップを開催して

きた。隔年で 5～6 月に次の国・地域で国際会議が開催されている。 
 
TCLT1（ハミルトン・カレッジ、2000 年 8 月 10 日） 
TCLT2（イェール大学、2002 年 6 月 7 日〜9 日） 
TCLT3（コロンビア大学、2004 年 5 月 28 日〜30 日） 
TCLT4（南カリフォルニア大学、2006 年 5 月 5～7 日） 
TCLT5（マカオ大学、2008 年 6 月 6 日〜8 日） 
TCLT6（オハイオ州立大学、2010 年 6 月 12～14 日） 
TCLT7（ハワイ大学マノア校、2012 年 5 月 25～27 日） 
TCLT8（タフト大学、2014 年 6 月 6～8 日） 
TCLT9（マカオ大学、2016 年 5 月 27～29 日） 

 
■TCLT2016 報告 

2016 年 5 月 27 日～29 日、中国のマカオで TCLT2016 が開催された。ICT 技術を活用

した最新の教育・研究の展開や開発・実践・実験を中心とする発表が行われた。査読論文

領域は下記の 14 領域であった。 
 
1. CALL and its normalization 
2. Mobile-assisted Chinese language teaching and learning 
3. Cloud computing in Chinese language teaching 
4. Intercultural exchange and web mediated communication 
5. Virtual classrooms and eLearning 
6. Blended instruction 
7. Chinese MOOCs 
8. Multimedia instruction and second language acquisition- 
9. Corpus study and database in Chinese language teaching 
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10. Emerging technologies and their applications in Chinese language teaching 
11. Design, development, evaluation of digital instructional materials 
12. Language testing and assessment with technology 
13. Curriculum and program design with technology 
14. Other related topics on technology-enhanced Chinese language learning and 

teaching 
 
本研究は、「4.Intercultural exchange and web mediated communication」の領域で応募

し、査読論文 Learning Experiences and their Values Created by Distance Learning ―A 
Qualitative Analysis of Chinese Language Learning through Cross Cultural 
Exchange―（远程交流创造的学习体验及其价值初探 −华语学习中跨文化体验的质性分析

－）が大会発表論文として採択された。杉江・三ツ木が参加し、5 月 28 日に発表を行った。

環太平洋の国・地域から数多くの研究者が出席し、活発な質疑と情報交換が行われた。研

究チームの組織形態や実践の環境設定に関する質問のほか、遠隔交流で扱ったテーマが日

本の高校生活であったことから、日本の部活動に関する質問も飛び出した。中国語教員で

ある杉江と英語教員である三ツ木が合同発表を行ったため、論文及び発表は両者が分担し

て英語で行い、質疑応答は杉江が中国語で行った。欧米からの中国語教育者も数多く参加

しており、発表終了後の自由時間における意見交換において、英語、中国語及び日本語を

用いたコミュニケーションが繰り広げられ、まさに多層言語環境における復言語的なコミ

ュニケーションが実現していたといえる。 
 
■論文・発表スライド 

論文は北海道大学学術成果コレクションからダウンロードできる。 
http://hdl.handle.net/2115/62066 
Sugie, S. & Mitsugi, M. (2016). Learning experiences and their values created by 
distance learning― A qualitative analysis of Chinese language learning through cross 
cultural exchange, Proceedings of 9th International Conference and Workshops on 
Technology and Chinese Language Teaching, 265-270. 
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（３）第三十四回中華民国英語文教学研究国際検討会 

（The 34th International Conference of English Teaching and Learning 
第三十四屆中華民國英語文教學研究國際研討會） 

■発表者 

河合靖・小林由子（北海道大学）、佐野愛子・三ツ木真実（北海道文教大学） 
 

■会議の説明 http://etra2017.nkfust.edu.tw/index.html#!/page_SPLASH 

「The 34th International Conference of English Teaching and Learning（第 34 回英

語教育・学習国際会議）」 は、台湾の高雄にある国立高雄第一科技大学で 2017 年 5 月 19
日から 20 日に開催された国際会議である。会議の目的は、研究者、教員及び大学院生ら

が共に学び合いながら、英語学習や学習に関する研究を促進する機会を提供することであ

る。 
 

■第三十四回中華民国英語文教学研究国際検討会報告 

大会テーマは「New Vision for ELT： Exploring the Needs of the Net Generation（英

語教學新視野－探索網路世代的學習需求）」であり、論文・発表が募集されたサブテーマは

下記の 16 領域であった。 
 
1. Technology enhanced language learning and teaching 
2. Flipped teaching and learning 
3. Massive Open Online Courses (MOOCs) teaching 
4. New approaches to English learning and acquisition 
5. Language teaching methodology and communication strategies 
6. Curriculum design and materials  
7. The role of culture in English learning and teaching  
8. English for specific/academic/occupational purposes (ESP/EAP/EOP) 
9. Pragmatics and discourse analysis 
10. Sociolinguistics  
11. Psycholinguistics 
12. Corpus linguistics 
13. Language assessment and testing 
14. Teaching literature 
15. Translation and interpretation teaching 
16. Any topics related to innovation in language use and learning 
 
 本研究は、招待発表として、Diverse Landscapes of Language Teaching in Asia: What 
Language Teachers Can Learn From Each Other という題目で口頭発表を行った。河

合・小林・佐野・三ツ木が参加し、5 月 20 日に発表を行った。カナダ、タイ、日本を含む
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環太平洋の国・地域と台湾全土から数多くの研究者が出席し、活発な質疑と情報交換が行

われた。英語教員である河合、佐野、三ツ木と日本語教員である小林が合同発表を行った。

論文、発表及び質疑応答は全て英語で行われた。聴衆は非常に興味深く発表を聞いており、

日本の教育政策についての質問が出たり、台湾の教育政策についての補足説明が提供され

たりと、アジア地域の英語教育従事者としての連帯感が感じられた。他の研究発表につい

ては、台湾の研究者らの発表のレベルが高く、大学院生らの発表も興味深いものが多くあ

った。内容もさることながら、英語運用レベルが非常に高かったことが印象的であった。

台湾の研究者の発表で、映画と多読のコンビネーションの講義に関する発表があり、河合、

佐野、三ツ木は同じ英語教員の立場として、非常に刺激を受け、自らの講義に反映させる

など、本会議に参加して得られた成果を教育現場に直接応用する機会も得た。また、各自

が所属する学会でライティングに関する研究を盛り上げる取り組みにもつなげた。このよ

うな盛り上がりを継続し、アジア全体として連携しながら、グローバル化時代の英語教育

の発展を目指したいと感じられる会であった。 
 
■発表スライド 
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あ と が き 

 

 本研究プロジェクトを進めてきた３年間に、世界史的に大きな出来事が２つあった。 

1 つは、イギリスの国民投票で EU離脱支持が残留支持を上回ったことである。もう 1 つ

は、アメリカの大統領選挙で移民の排除を掲げたドナルド・トランプが勝利したことで

ある。どちらも、このプロジェクトの根底にある異なる言語・文化集団の共生の方向性

とは逆向きの出来事である。 

 この変化を引き起こした主役は、教育的にも経済的にも劣位にある社会階層の人々で

ある。彼らは、何らかの理由で自分たちが割を食っているという不満を抱えている。世

の中には大きな家に住んで、いい車に乗って、うまいものを食っているやつらがいるの

に、自分にはそれが与えられない。成功者たちは、それは本人たちの努力と能力が足り

ないからだと考える。しかし、不満を持つ側の人々には、そういう理由づけは意味を持

たない。それでは解決不能だからだ。成功へ向かう社会的なシステムに乗っかるだけの

財力も知力もないのは痛いほど知っている。 

そこに、あなたたちがうまく行っていないのは、あの人たちのせいだと主張する人々

が現れる。「あの人たち」とは、ナチスドイツのユダヤ人であったり、日本の在日朝鮮人

であったり、アメリカのアフリカ系やヒスパニック系の人々であったり、イギリスの東

欧からの移民であったりする。彼らのせいで盗みや殺人やレイプが増えて治安が悪化す

るのに、その人たちが自分たちの社会福祉や教育制度を「悪用」するのはまっぴらだと

いうディスコースが、時代と場所を問わず繰り返し現れる。 

このプロジェクトを始める際の隠れた動機の一つとして、実は、国際化や英語教育の

低年齢化を手放しで礼賛する風潮に、多層言語環境はバラ色の世界というわけではない

し、うまく考えてやっていかないと様々な問題が起きるということを示す狙いもあった。

しかし、現実の方が先にそれを証明してしまって、今度はそれに対する解決策を提示し

なければ読み手が納得しない展開になってしまった。 

言語を研究対象とする私たちは、異文化接触による摩擦にどうアプローチすればよい

のだろうか。答えはまだない。だが、結局のところ、異なる社会グループの接触場面に

おけるコミュニケーションを、愚直に分析・考察することでしか、私たちが貢献する道

はないように感じる。バラエティに富んだ母語と第二言語として話す言語の間のコミュ

ニケーションをどう確保するか。第二言語ばかりではなくて、母語の階層間の変異や、

その話者と他の言語グループとのコミュニケーションの研究が課題となりそうである。

タイトルをつけるとすれば、「言語研究による平和学」とでもなるのだろうか。 

 
平成 30 年 3 月 

北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院 教授 
河合 靖 
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待講演） 
 



251 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年～平成２９年度 科学研究費補助金 

基盤研究（B）（一般） （課題番号：15H03221） 

研究成果報告書 

東アジア圏の複言語主義共同体の構築 

―多言語社会香港からの示唆― 

 

 

発行 北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院 

〒060-0817 札幌市北区北 17 条西 8 丁目 

 

平成 30 年 3 月 発行 

印刷 北海道大学生活協同組合 印刷・情報サービス部 

電話/FAX : 011-747-8886 

 

 

 


	hkp04_225-244国際会議等の報告
	TCLT1（ハミルトン・カレッジ、2000年8月10日）

	hkp05_245-あとがき・業績一覧・奥付0220修正

